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三河港湾事務所だより

10月14日（土）に、愛知県田原市のLaLaGran
で『第10回三河湾大感謝祭』が開催され、三河港湾
事務所も参加しました。このイベントは愛知県が主
催しており、多くの人に県民の里海である三河湾に
関心を持ってもらうことを目的に、三河湾の環境再
生の取り組みの1つとして行われています。

イベントセレモニー

ブース展示

三河湾には干潟や浅場（あさば）、藻場（もば）等の生産性の高い浅い海が広
がっていました。様々な漁業（じびき網やのりの養殖など）が行われ、人々は海と
密接に関わる生活を営んでいました。

しかし、高度経済成長期になると産業の発展や港の開発が進み、陸域からの負荷
が増えました。大規模な埋立も実施され、湾内の浄化能力が低下しました。また、
閉鎖性海域（へいさせいかいいき）で海水の交換がされにくく、湾内に汚濁物質が
溜まったことで魚介類の生息環境が急速に悪化しました。

そこで現状を受け止め、伊勢湾流域圏が一丸となり、より良い水質環境のもと、
多様な生物の生活の場となる“健全な海”や産業拠点としての優れた機能を活かし
ながら、人々が憩いの場として安らぎを感じられる“活力ある海”を再生すること
を目的に様々な活動を行っています。 伊勢湾の流域

三河港湾事務所ではブースを出展し、浚渫土砂を
有効活用して干潟の造成を行ったシーブルー事業や、
伊勢湾再生の一環で三河湾に特化した問題の解決に
取り組んでいる三河湾部会など、パネルや映像を用
いてわかりやすく説明しました。

イベント当日は薄曇りの中でしたが、メイン会場では企業や高校
などによる多種多様なブース出展や、海洋ゴミ音楽隊「ゴミンゾ
ク」による演奏や竹島水族館の館長と岸壁幼魚採集家の鈴木香里武
さんによる三河湾環境のトークショーなど様々なステージが催され、
会場は盛り上がりを見せており、参加者も楽しんでいました。

サテライト会場である白谷海浜公園では地引網体験やアサリのつ
かみ取りなどが行われ、体験型の催しを通して三河湾に触れ合うこ
とができました。

このイベントをきっかけに、三河湾の環境について興味を持って
もらえたら嬉しいです。三河港湾事務所では、今後もイベントなど
を通して三河湾に関する啓発活動を続けていきます。

三河湾再生の取り組み



10月22日（日）に田原市にある西の浜海岸で清掃活動が実施され、三河港湾事務所の職員も参加しました。
今回の清掃活動は西の浜で活動しているボランティアサークル「亀の子隊」と合同で行っており、地元の小・中学

生など総勢約80人が参加しました。また、西の浜以外でも「川と海のクリーン大作戦」と称して伊勢湾流域圏の川
や海岸では同様の清掃活動が実施されました。

西の浜にはペットボトルや包装紙などの小さなものから冷蔵庫やサーフボードなど大きなものまで、様々なごみが
流れついていました。浜に上がっていた漂着物には海岸沿いでない町の標識や海外の製品などもあり、地球全体での
環境改善が必要だと強く感じられました。

三河港湾事務所では引き続き三河湾の環境改善のための取り組みを実施していきます。

『川と海のクリーン大作戦HP ： https://www.cbr.mlit.go.jp/clean/』
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

清掃活動の様子参加者の皆さん

9月22日（金）に海上自衛隊砕氷船「しらせ」が三河港蒲郡地区に初寄港しました。
砕氷船「しらせ」は別名「南極観測船」とも呼ばれ、海上の厚い氷を砕いて進む性能があり、南極にある昭和基地に

観測隊員や物資を運ぶ役割を担っています。

寄港日には、蒲郡地区11号岸壁にて入港歓迎式典が開催され、愛知県副知事、蒲郡市長など多くの関係者が出席し、
初寄港を歓迎しました。

9月23日（土）、24日（日）には、船内が一般公開され、南極で採取した氷の展示や、甲板などを開放し、たくさん
の方が見学されました。

なお、「生命の海科学館」（蒲郡市港町）では、11月5日（日）まで
『海と日本PROJECT 海・みなと・蒲郡 “海の大冒険！” 特別展「南極大陸2023 氷の下のタイムカプセル」』
が開催されており、砕氷船「しらせ」も紹介されていますので、皆さん、ぜひ足を運んでみてください。

入港歓迎式の様子初寄港した砕氷船「しらせ」 展示された南極の氷
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